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シリア 6.7百万人 トルコ 3.7百万人
アフガニスタン 2.7百万人 パキスタン 1.4百万人
南スーダン 2.3百万人 ウガンダ 1.2百万人
ミャンマー 1.1百万人 スーダン 1.1百万人
ソマリア 0.9百万人 ドイツ 1.1百万人















官事務所（UNHCR: United Nations High Commissioner for Refugees）が欧州難民の救済活
動を念頭に設立されると共に、翌年1951年7月に「難民及び無国籍者の地位に関する国際連
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ルの一時的滞在を認めていたが、1978年4月の閣議了解により、ベトナム難民の定住を認め
る方針を決定した。その後、定住枠の撤廃、ラオスやカンボジア難民への対象の拡大など定住
















































①　難民受け入れ国の負担軽減（ease pressures on host countries）
②　難民の自立促進（enhance refugee self-reliance）
③　第三国定住の拡大（expand access to third country solutions）
④　安全かつ尊厳ある帰還に向けた環境整備（support conditions in countries of origin 
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